
 

抗 Rhp51 抗体（ウサギ血清） 
免疫動物：ウサギ 

ポリクローナル 抗血清      
                          

63-001  50 ul,       63-002   250ul 
  
分裂酵母の Rhp51 タンパク室は大腸菌の RecA タンパク質やヒト Rad51 タンパク質の機能的及び構造

的ホモログであって、相同的組換え及び組換え修復において中心的な役割を果たし、相同な DNA 鎖の交

換反応を促進する機能をもっている（１）。 

 本品は大腸菌で組換え体タンパク質として発現させて、高度に精製した全長の Rhp51 を抗原としてウサ

ギを免疫して作成した。 

 この抗血清を用いて、ウェスタンブロッテイング法で分裂酵母溶解液から 40kD の Rhp51 タンパク質が

検出された（図１）。DNA 複製阻害や損傷によって染色体上に形成されるフォーカスが本抗体を用いて間

接蛍光法で観察された（文献２、３）。Rhp51 タンパク質は GFP タグを N-末及び C-末のどちらにつけて

もその機能が失われるので、このような実験にはタグ付き Rhp51 は使用出来ない。この抗体は Rhp51 を

含む複合体を免疫共沈澱法で証明する実験にも使われた（文献４）。 
 
用途 

１）ウェスタンブロッテイング （１,０００〜５,０００倍希釈） 

２）免疫沈降実験 

３）間接免疫法によるフォーカス観察 
 
製品の性質 

性状： 0.09%アジ化ナトリウム添加抗血清 

保存： 短期的には４℃ （1 年程度）、長期的には−80℃ 
 
データリンク  Swiss-Prot P36601
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